
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

赤祢猟（あかね・りょう）

サラマンダー
ウロボロス

暗殺者

15

死

結社員

加虐

記憶喪失

ボディガード

男

33

殺意

3
1
3
1

0
1
0
0

0
3
0
0

3
5
3
1

29
13
13
18
36

1 5

裏社会2 2 1

『半矢』
『止矢』

射撃
射撃

5r+4
5r+4

+10
+30(40)

3→1+2　侵蝕率+7
5→3→1+2+4　侵蝕率+16

0 0

永遠の炎
結社員
父親

ヴェアヴォルフ
エイミー

×高龗 明雪
赤守 狩生

好奇心
同情
執着
好意
同情
庇護

恐怖
悔悟
憎悪

不快感
敵愾心
猜疑心

2

ワーディング

リザレクト

エターナルブレイズ

原初の青：斥力の矢

コンセントレイト：サラマンダー

炎の刃

原初の白：オーバーロード

道化の出し物

★

0

3

4

2

1

★

★

-

1d10

4

3

2

2

5

1

オート

気絶時

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ｵｰﾄ

ｵｰﾄ

視界

-

至近

至近

-

武器

至近

至近

シーン

自身

自身

自身

-

-

自身

自身

自動

自動

自動

自動

-

〈射撃〉

自動

自動

-

↓100

Dﾛｲｽ

-

-

-

80%

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

Saエフェクト組み合わせ攻撃力+[Lv*4]/【行動値】-5/ラウンド継続

武器作成/技能:〈射撃〉 命中:-1 攻撃力:+[Lv*2] 射程:視界

CL値-Lv（下限7）

攻撃力+[Lv*2]

武器攻撃力*2/使用後武器破壊

エフェクトによる事象の外見だけを他エフェクトのように偽装する。

例えば、グリム童話の『赤ずきん』の話をするんですけど。悪者は誰だと思いますか。オオカミだと思いますか。
赤ずきんが言いつけを守っていれば、オオカミが赤ずきんを喰うことも、猟師がオオカミの腹を裂くこともなかったとは思いませんか。
極論だと思いますか。でもお前がもう少しだけいい子だったら、《狼》にも《猟士》にも目を付けられることはなかったんですよ。
だからくれぐれも。　来世では、夜道に気を付けろよ。

***

《送り狼》。キミがそのコードネームで所属するのは、UGNから独立した活動を展開するとある警備会社…の皮を被った結社だ。
熱と影を操る能力は暗殺の道具として重宝されている。親と共にずっとそうして生きてきたのだ、今更疑問を抱くこともない。
しかしキミはジャームの掃討任務とあらば、たとえ本来の仕事から多少外れていようともUNGに手を貸すことを厭わない。
日々淡々と仕事をこなすキミが唯一心底気に食わないのは”我欲のためだけに”人の命を弄ぶ輩だからだ。
キミはキミなりの流儀を持って暗殺者《送り狼》として、またUGNイリーガル《猟士》として、今日も日陰の社会を生きている。

【結社『シロガネ』】
UGNやFHといった主要な組織や集団からは完全に独立した結社。赤祢猟、ならびに彼の父親もこの結社に所属している。
表向きは『シロガネセキュリティ』という警備会社を名乗っており、実際に一般社会向けの警備員派遣の業務も行っている。
それと同時にヒットマンやスパイとしてオーヴァードを雇用し、外部からの依頼を請け人材を斡旋する形で暗殺や裏工作を行う組織の側面を持つ。
K市支部の隠れ蓑である警備会社『Lamb-GG』とは全く無関係の会社である。
独立しているとはいえ関係が希薄なわけではなく、UGNやFHといった組織に対しても必要とあらば人材を派遣している。
『シロガネ』は自分たちの利便性の誇示と利益さえ見込めれば客の理念や経歴は問わない。
ただし組織間の対立に余計に巻き込まれるのは避けたいようで、一度組織へと派遣したオーヴァードは以降同組織の案件にしか駆り出さない。
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